
Ⅳ.啓発事業

◎男女共同参画センターだより「ソフィア」の発行
　男女共同参画に関する特集記事や主催講座のレポートなどを、参画スタッフと職員が協同して作成し、意
識啓発を行っています。

（１）発行回数 今年度は新型コロナウイルス感染症の影響により1号のみ発行

（2）発行部数 各6,500部

（３）様式 A4判・8ページ・フルカラー

（４）配布先 市内公共施設、近隣女性関連施設、市内の郵便局、金融機関、理美容店、

阪急・JR・大阪モノレール、北大阪急行などの駅及び市内事業所

（５）内容

　Vol.99

●特集　ウィズコロナ時代　家族はどう変わった！？
●講座レポート　「子供がワクワクするパパになる」
●講座ダイジェスト　「親が学ぶアンガーマネジメント」

特集　ウィズコロナ時代　家族はどう変わった！？

家族で過ごす時間が多くなった今、ご家庭でどのように過ごされてい
るのか、参画スタッフ等を対象にアンケートを実施しました。工夫され
たことなど楽しいアイディアを多数掲載しています。

～今年度の活動を終えて～

ソフィアは通常年3号発行のところ、今年度は新型コロナウイルス感染症の影響により会議が開

催できず、1号のみの発行となってしまいました。対面での会議が難しい時期にはオンライン会議を

行ったり工夫をしながら作成した99号は思いもひとしおです。

次号は記念すべき100号になります。男女共同参画センター開館時（当時は婦人会館）から歴

史をともにしてきたソフィアの100号がどう出来上がるか、ご期待ください。
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◎インターネットによる情報の発信

１．Facebook
　　平成27年（2015年）９月から、当センターの事業や魅力向上につながる情報を内外に発信し、男女共同参画
への理解と関心を深めることを目的としてFacebookを開設し、随時更新しています。

　　令和２年度（2020年度）投稿件数・・・１07件

２．Twitter
　　令和3年（2021年）1月から、より多くの方に情報を発信するため、Twitterアカウントを開設し、主催講座の案
内をはじめ、開館状況や相談事業、情報ライブラリーについてつぶやいています。
　
　　令和２年度（2020年度）投稿件数・・・27件
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◎吹田市情報発信プラザ（Inforestすいた）での企画展示

　大型複合施設「EXPOCITY（エキスポシティ）」内にある、吹田の情報発信施設にて、11月2日～30日までWリ
ボンをテーマとした展示を行いました。
　展示パネルは情報ライブラリースタッフとともに作成しました。
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回

アンケート回収数

ふりかえり

実施日時 内容
参加人数
（保育）

Ⅴ．市民の活動及び交流の支援

1.市民活動への支援

　男女共同参画の推進に関する活動をするグループへ、懇話室や印刷室の利用の支援を行っています。
（いずれも事前に登録が必要です。）

2.交流の支援

　男女共同参画センターを利用している団体、グループ、サークル等の交流や親睦、学習の支援を行っています。ま
た、グループ間の情報交換を目的としている「男女共同参画センター・グループの会」と共催講座等を実施してい
ます。

1

10/29（木）
①午前10時～正午
②午後1時30分
～午後3時30分

共催講演会
「『愛と法　OF　LOVE＆LAW』上映会」

54人
（1人）

52人 満足度80％以上の人 41人（79％）

＊ゲイの弁護士カップルを主人公にしたドキュメンタリーで、LGBTがメインテーマであ
りながらも、基本的人権や憲法、家族制度まで幅広く「多様性」について考えさせられる
内容でした。
＊ソーシャルディスタンスを保つため、椅子の配置を工夫しましたが、一部見えにくいと
のご意見を午前回でいただき、午後回までに配置を見直した結果、満足度が上がりま
した。
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その他　　　　　　　行政資料、パンフレットなど

Ⅵ.情報収集・提供事業

　男女共同参画センターの情報ライブラリーでは、さまざまな図書や資料など、男女共同参画
に関する情報の収集と提供を行っています。

（１）事業開始 昭和62年（1987年）10月

（2）開室時間 午前9時30分～午後5時15分（休館日及び蔵書点検日以外）

（３）令和２年度開室日数 210日

（４）収集資料 図書　　　　　　　　　21,853冊

逐次刊行物　　　　　　　　64種

（５）令和２年度利用状況（令和3年（2021年）3月31日現在）

貸出登録者数 図書貸出冊数

4,479人 2,121冊
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9人 女性9人 男性0人 その他0人 延保育児数 11人

回

３２人 女性２７人 男性５人 その他0人 延保育児数 ２人

回

1

2

延受講者数

情報ライブラリー利用促進

◎ひとりゆっくり読書時間のプレゼント

　情報ライブラリーを利用して、男女共同参画に関する資料の閲覧や、再就職などに必要な情報を探します。
また、子育て中の方が、自分の時間を持つ機会にもなるように保育付きで開催します。

対象者・定員 　子育て中の人7人

日　　時 内容
参加人数
（保育）

1

11/12（木）午前10時～正午

情報ライブラリー利用

5人
（6人）

11/26（木）午前10時～正午
4人

（5人）

日　　時 内容
参加人数
（保育）

アンケート回収数 6人 満足度80％以上の人 6人（100％）

ふりかえり
毎年、3回連続講座で春、秋、冬と3クール開催している事業ですが、新型コロナウィルス
感染症拡大防止のため、開催回数と募集人数を減らして開催しました。コロナ禍におい
て、子供と家にこもりがちになる方には必要な講座ではないかと感じました。

◎デュオのモーニング・シネマ

　情報ライブラリーの周知をはかるため、所蔵のDVDを紹介し、終了後に図書やDVDの貸出業務を行います。子
育て中の方も参加しやすいように保育付きで開催します。

対象者・定員 　    各回18人

延受講者数

ふりかえり
新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、募集人数を減らして午前・午後の２回にわけ
て開催しました。どちらの回も定員に達しました。映画の内容は、とても好評でした。

3/26（金）
午前10時～正午 「明日へ」

（2014年、韓国）

１４人
（2人）

3/26（金）
午後1時30分～3時30分

１８人

アンケート回収数 31人 満足度80％以上の人 ２３人（７5％）
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◎講座関連図書のピックアップ

情報ライブラリー利用促進

◎新着図書紹介「Duo Library」の発行

　情報ライブラリーの新着図書の中から、スタッフのお薦めする図書を紹介するリーフレットを毎月発行してい
ます。

　主催講座等の開催に合わせて、テーマに沿った所蔵本をまとめて展示し、より学習を深める機会を提供して
います。

-52-



４月 【臨時休館のため展示なし】

情報ライブラリー利用促進

◎テーマ展示

　毎月テーマを設定し、関連図書とともに展示しています。

期間 テーマ

５月 【臨時休館のため展示なし】

６月 男女共同参画週間

７月 新聞に掲載された本

８月 新聞に掲載された本

９月 新聞に掲載された本

１０月 みんなが笑顔になれる方法（Wリボンプロジェクト）

２月 【臨時休館のため展示なし】

３月 国際女性デー

１１月 POKAPOKA 温活

１２月 こんな時でも学びたい（保育・参画スタッフ養成講座関連）

１月 【臨時休館のため展示なし】
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Ⅶ.　相談事業

◎男女共同参画センター女性のための相談事業

　 (1)女性のための電話相談    　 

 　(2)女性のための悩みの相談室

「ウィメンズルーム」

　 (3)女性のためのDV相談　　　 

　 (4)女性のための法律相談

毎月第1・4火曜日 いずれも午前10時～
午後2時45分
（火曜日午後は保育付き）

毎月第2・3土曜日

毎月第1・2・3・4
木曜日

いずれも午前10時～
午後2時45分（午後は保育付き）

毎月第２土曜日      　　 午後1時30分～午後5時 

  相談員（女性）が女性のさまざまな悩みに関する相談に対応し、相談者と共に問題解決のために
考えます。

1．相談内容

毎週水曜日 午前10時～午後5時

毎週月・金曜日　 午前10時～午後4時　　　　　　　

計

2．実施状況　

    （1） 月別実施状況（件数）令和3年３月末現在

種別 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月

18 39 42 38

１１月 １２月 １月 ２月 ３月

13 12 14 10 10 149

62 425

悩み 9 11 14 13 14 11 18

44 36 36 31 29 32電話 18

44

13 116

法律 3 1 4 3 5 7 3

8 18 10 10 11 8DV 1 6 11 11 9

36 68 69 66

6 2 2 5 3

家族 男女
性的

被害
くらし その他 計

48 734

　（2） 内容別実施状況（件数）

     ①女性のための電話相談　　　                             　　　　　　　　　  開設日数   148日

生き方 こころ 健康 仕事 夫婦

70 75 65 55 56 55計 31

127 73 1 14 25 425件数 20 50 10 13 92

29.9 17.2 0.2 3.3 5.9 100％ 4.7 11.8 2.4 3 21.6

     ②女性のための悩みの相談室「ウィメンズルーム」　　　　                  開設日数   48日

生き方 こころ 健康 仕事 夫婦 家族 男女
性的

被害
くらし その他 計

件数 50 8 0 3 54 27 5 1 1 0 149

％ 33.5 5.4 0 2

件数 2 0 0 0 108

100

     ③女性のためのDV相談 　　　　　　　　　　　　                               開設日数   46日

生き方 こころ 健康 仕事 夫婦 家族 男女

36.2 18.1 3.4 0.7 0.7 0

5 1 0 0 0 116

性的

被害
くらし その他 計

4.3 0 0.9 0 0 100％ 1.7 0 0 0.0 93.1

     ④女性のための法律相談 　　　　　　　　　　　　                               開設日数   12日

夫婦 家庭 戸籍 相続 不動産 近隣 金銭 労働 消費 損害 交通 その他 計

件数 36 0 0 3

％ 81.8 0 0 6.8 2.3 0

1 0

1002.3 0 0 0 0 6.8

0 3 441 0 0 0
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◎ＤＶ被害者対象自立支援事業　ＤＶ被害者傾聴業務

　　委託先：吹田傾聴ほほえみ

1.傾聴電話 (件)

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

電話 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 1 4

２.傾聴カフェ (人)

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

カフェ 中止 中止 2 1 3 0 1 7 2 中止 中止 3 19

　本事業は、ＤＶ被害から逃れたもののまだ不安定な生活及び精神状態にある被害者について、専門的な
知識のあるサポーターによる定期的な傾聴を通じて気持ちに寄り添い、自身の力を取り戻してもらうことを
目的に実施しています。
　月1回の傾聴電話や、センター内で行う傾聴カフェの開催などを行っています。

ふりかえり
＊毎月第3木曜日15時から17時の2時間行いました。
＊年度の前半は相談が無い月が続きましたが、カフェ参加者へ伝えたり、男女共同参画セ
ンターホームページへの広報などにより相談がある月も増えました。

ふりかえり

毎月1回程度の開催をしていますが、今年度は新型コロナウイルス感染症の影響によりセ
ンターが休館したためカフェが出来ない月が4回ありました。その分、10月、11月、3月は
月に2回開催しました。開催日については、センターで対面講座がある日や、対面相談のあ
る日、日曜日に行ったり工夫しました。定例的にお越しいただける方の他に、今年度はホー
ムページでカフェを知り、参加される方もいらっしゃり、広報の重要性を実感しました。
また、センターの対面相談を受けられたことのない方も多く参加いただいており、ご自身が
他者へ相談をする、話してみる一歩を踏み出すきっかけになっているのではと感じました。
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Ⅷ.　調査研究事業

２．主夫が提言するこれからの父親支援

　吹田市立男女共同参画センター条例第3条に基づき、男女共同参画の推進にかかるさまざま
な課題について、調査や研究を隔年で実施し、各種事業に反映させています。
　令和2年度は前年度に行った調査研究内容を報告書としてまとめた冊子を、全国の女性関連
施設等へ配布したほか、市ホームページにも掲載しました。

令和元年度（2019年度）調査研究事業
「男性問題から見る男女共同参画～ジェンダー平等の実現と暴力・DV根絶に向けて～」

調査報告

１．男性問題にどう向き合うか

　　　　　　　　多賀 太（関西大学文学部教授）

　　　　　濱田 智崇（一般社団法人日本男性相談フォーラム理事）

4．脱暴力プログラムの受講命令を制度化すべき時代

　　　　　　　　伊田 広行（DV加害者プログラム「NOVO」主宰）

（資料）吹田市立男女共同参画センター主催男性対象講座一覧

　　～『イクメン』世代のジェンダー観と男性問題～

　　　　　　　　和田 のりあき（マジックパパ代表）

３．ジェンダーセンシティビティと当事者性に基づく男性

　　相談のあり方

　　～『男』悩みのホットラインの活動と男性の居場所～

　　　　　福島 充人（一般社団法人日本男性相談フォーラム代表理事）
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1 5人

5人

3人

1人

2

議事 （１）

（２）

（３）

議事 （１）

（２）

3

区分

市

内

の

事

業

者

　◎：会長　○：副会長

(任期：令和元年7月1日から令和3年6月30日まで。光田委員のみ令和2年7月1日から。）　

市民

Ⅸ．運営審議会

委員の構成 公共的団体代表

学識経験者

事業者

審議会の開催 令和２年（2020年）9月10日（木）　　出席委員　　13人

於　　吹田市立男女共同参画センター　2階　視聴覚室

審議会委員名簿

令和元年度男女共同参画センターの運営状況について

令和2年度予算及び事業計画について

その他

令和3年（2021年）3月12日（金）　　出席委員　　　11人

於　　吹田市立男女共同参画センター　2階　視聴覚室

男女共同参画センターの運営状況について

その他

氏名 職業・所属団体等

学
識
経
験
者

　　　　　　　◎田中　晃代 近畿大学　准教授

薮谷　あや子 人間環境大学　特任教授

溝上　絢子 弁護士

堀内　真由美 愛知教育大学　准教授

山ノ内　裕子 関西大学　教授

市
民
公
募

大下　最弘 市民委員

白江　恭子 市民委員

長石　那緒美 市民委員

ＮＰＯ団体

富永　明 市内事業所（株式会社　ケンセイ）

市
内
の
公
共
的
団
体
の

代
表
者

光田　修平 吹田市ＰＴＡ協議会

　　　　　　　○木下　京子
男女共同参画センター・グループの会

　世話人会

藤内　雅子 子育て広場運営団体

中谷　暁英 女性関係団体

矢野　眞里加
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